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　我々七高生が長年利用してきた思い出の七生寮は、令和五年
をもってその使命を終える事になりました。大正十二年に星野
氏の別荘地を購入し、沓掛寮（七生寮）を建設しました。当時は
自炊で合宿等が実施されていました。その後現地の方に管理人
をお願いし林間学校、移動教室、奉仕体験実習、勉強合宿、ク
ラブ合宿が実施されてきました。現地の人が退職された後も管
理人を給食センターにお願いし運営されてきましたが、ここ十
年は墨水会の財団理事が管理をし、運営してきました。又平成
二十六年以降は生徒の利用がなくなり、卒業生と一般の人達の
利用となって、毎年百名程度の利用者数となりました。この様
な状況の中、今後七生寮・楽水寮の二寮を維持してゆくのは、
財政的に困難であり、また管理人問題や老朽化に伴う改修問題
等で無理ではないかとの結論に至り、残念でありますが“星野リ
ゾート”に売却する事に決定し現在交渉をしており、今年中には
契約を終了する予定です。
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同
窓
会
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
一
昨
年
梶

原
德
二
前
会
長
の
後
を
継
ぎ
、
同
窓
会
会
長

の
重
責
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、
昭
和
41
年

高
18
回
卒
業
の
小
川
浩
平
で
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
同

窓
会
活
動
に
対
し
多
大
な
る
ご
支
援
並
び
に

ご
協
力
を
賜
り
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

我
々
の
日
常
生
活
か
ら
社
会
経
済
情
勢
に
至

る
ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
第
５
類
に
移
行
し
て
一

年
余
り
。
ま
だ
ま
だ
予
断
は
許
さ
な
い
と
は

い
う
も
の
の
、
世
の
中
は
す
っ
か
り
以
前
の

活
気
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
10
月
コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
た
墨

田
川
高
校
創
立
１
０
０
周
年
は
、
多
く
の
会

員
の
皆
様
よ
り
寄
付
金
を
賜
り
前
会
長
梶
原

氏
を
先
頭
に
役
員
の
方
々
に
よ
り
計
画
し
た

全
て
の
記
念
事
業
を
実
施
出
来
ま
し
た
こ

と
、皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
会
報
誌
会
長
挨
拶
で
課
題

と
し
て
お
り
ま
し
た
一
般
財
団
法
人
七
星
会

所
有
の
楽
水
寮
・
七
生
寮
2
寮
維
持
問
題
で

す
が
、
軽
井
沢
の
七
生
寮
を
売
却
し
今
後
は

楽
水
寮
に
資
金
を
充
当
す
る
案
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
軽
井
沢
の
寮
は
大
正
12
年

に
取
得
し
、
7
月
21
日
に
林
間
学
校
を
実
施

し
て
以
来
、
夏
季
合
宿
と
し
て
一
年
次
生
が

毎
年
利
用
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
13
年
前
に

中
止
と
な
り
、
そ
の
後
は
現
役
生
の
利
用
が

無
く
軽
井
沢
と
い
う
立
地
上
暖
房
施
設
も
無

く
７
月
後
半
～
８
月
後
半
ま
で
の
約
一
カ
月

間
、
谷
澤
・
清
澤
副
会
長
が
交
代
で
管
理
人

を
10
年
間
担
い
、
一
般
の
方
々
も
含
め
て
利

用
で
き
る
体
制
で
開
寮
運
営
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
両
副
会
長
の
高
齢
化
に
よ
る
体
力

面
の
負
担
が
大
き
く
一
カ
月
間
と
短
い
期
間

限
定
の
管
理
人
補
充
も
確
保
が
困
難
で
あ
る

現
状
を
鑑
み
、
現
役
生
の
利
用
を
目
的
と
し

た
２
寮
で
す
が
そ
の
存
在
自
体
の
意
義
が
薄

れ
、
建
物
の
老
朽
化
に
よ
る
雨
漏
り
な
ど
が

発
生
し
、
修
理
・
改
築
に
は
そ
れ
相
当
の
資

金
投
入
を
行
う
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

七
生
寮
売
却
に
関
し
ま
し
て
は
、
星
野
リ

ゾ
ー
ト
、
高
級
別
荘
運
営
会
社
、
個
人
等
と

折
衝
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
永
年
に
わ
た
り

管
理
運
営
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
星
野

リ
ゾ
ー
ト
様
の
買
取
価
格
提
示
が
、
不
動
産

鑑
定
士
の
査
定
を
大
き
く
上
回
っ
た
た
め
、

12
月
現
在
元
会
長
海
谷
利
宏
氏（
現
顧
問
・
弁

護
士
）を
中
心
と
し
て
最
終
折
衝
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
寮
問
題
検
討
委
員
会
に
お

い
て
年
間
利
用
が
可
能
な
館
山
の
楽
水
寮
に

会
長
挨
拶

�

墨
田
川
18
回　

小
川　

浩
平　

資
金
を
ど
の
様
に
投
資
し
て
行
く
か
を
早
急

に
決
定
し
、
会
員
へ
の
周
知
を
図
っ
て
実
施

し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
改
め
て
同
窓
会
の
存
在
意
義
を
考

え
ま
す
と
、
会
員
各
位
の
交
流
・
親
睦
を
図

る
活
動
を
推
進
し
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る

応
援
団
に
な
る
こ
と
、
こ
れ
に
尽
き
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
為
に
若
い
方
に
役
員
参
加
し

て
戴
き
、
新
し
い
感
性
・
手
法
を
取
り
入
れ

い
ろ
い
ろ
な
形
で
参
加
を
促
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
事
業
は
毎
年
課
題
を
も
っ
て
同

じ
よ
う
に
進
み
ま
す
が
、「
継
続
は
力
な
り
」と

い
う
格
言
の
よ
う
に
次
の
世
代
へ
と
繋
い
で

い
く
こ
と
が
私
の
役
目
と
認
識
し
て
お
り
、

同
窓
会
活
動
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
の
皆
様

の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
す
る
と
共
に
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

令
和
６
年

墨
水
会　

役
員
一
覧
表

会　
　

長	

小
川　

浩
平	

（
高
18
回
）

副
会
長	

横
井　

正
男	

（
高
13
回
）

	

谷
澤　

尚
樹	

（
高
15
回
）

	

竹
鼻　

宏
子	

（
高
15
回
）

	

加
藤
多
恵
子	

（
高
15
回
）

	

清
澤　

健
一	

（
高
17
回
）

	

鈴
木　

憲
康	

（
高
18
回
）

	

高
橋　

幸
男	

（
高
18
回
）

	

山
田　
　

温	

（
高
28
回
）

	

山
内　

雅
哉	

（
高
30
回
）

	

宮
本　

雄
司	

（
高
30
回
）

	

藤
原　

英
明	

（
高
43
回
）

	

杉
﨑　

真
嗣	

（
高
45
回
）

幹
事
長	

山
内　

雅
哉	

（
高
30
回
）

副
幹
事
長	

藤
原　

英
明	

（
高
43
回
）

会　
　

計	

加
藤
多
恵
子	

（
高
15
回
）

	

清
澤　

健
一	

（
高
17
回
）

会
計
監
査	

宮
本　

雄
司	

（
高
30
回
）

	

石
井　
　

温	

（
高
31
回
）

顧　
　

問	

海
谷　

利
宏	

（
高
１
回
）

	

泉
妻　

秀
一	

（
高
８
回
）

	

梶
原　

德
二	

（
高
４
回
）

相
談
役	

内
田　

博
万	

（
高
４
回
）
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令
和
七
年
は
、
天
候
も
世
の
中
も
穏
や
か
な
年

明
け
で
し
た
。
早
い
も
の
で
私
も
着
任
し
て
か
ら

三
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
振
り
返
れ
ば
こ

の
三
年
間
、
創
立
百
周
年
記
念
事
業
や
部
活
動
支

援
、
図
書
や
備
品
の
寄
贈
な
ど
本
校
の
教
育
活
動

全
般
に
お
い
て
、
梶
原
前
会
長
、
小
川
現
会
長
は

じ
め
墨
水
会
の
皆
様
方
に
は
、
本
校
の
教
育
活
動

に
対
す
る
多
大
な
る
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
図
書
館
の
自
習
ス

ペ
ー
ス
で
は
、
朝
七
時
半
か
ら
夕
刻
六
時
過
ぎ

ま
で
熱
心
に
自
習
す
る
生
徒
た
ち
の
姿
が
す
っ

か
り
定
着
し
ま
し
た
。
大
学
入
試
本
番
を
目
前

に
控
え
た
三
年
次
生
だ
け
で
な
く
、
一
、
二
年

次
生
も
、
集
中
で
き
る
学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
落
ち
着
く
座
席
を
見
付
け
て
自
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」
の
文
献
資
料
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
百
七
十
冊

も
の
大
学
教
養
レ
ベ
ル
の
図
書
も
、
探
究
の
内
容

を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
の
に
大
い
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
百
周
年
記
念
部
活
動
支
援
物

品
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ベ
ン
チ
四
台
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
水
泳
部
が
男
子
リ
レ
ー

種
目
で
関
東
高
等
学
校
水
泳
競
技
大
会
に
、
女
子

個
人
種
目
で
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
）
に
出
場
し
た
際
に
は
、
遠
征
に
係

る
旅
費
等
の
公
費
不
足
分
を
墨
水
会
か
ら
ご
支

援
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
報
告
し
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
七
高
生
が
様
々
な
こ
と
に
挑
戦

し
、
成
果
を
残
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
前
述

し
た
三
年
連
続
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の
水
泳
部

だ
け
で
な
く
、
個
人
女
子
七
八
㎏
級
で
関
東
選

抜
大
会
に
出
場
し
た
柔
道
部
、
コ
ン
ク
ー
ル
Ａ

組
で
都
大
会
に
、
さ
ら
に
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ジ
ャ

ズ
＆
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
全
国
大
会
出
場

を
果
た
し
た
吹
奏
楽
部
、
各
種
全
国
大
会
で
入
賞

し
た
書
道
部
な
ど
、
関
東
や
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会

に
出
場
し
た
り
入
賞
し
た
り
す
る
部
が
い
く
つ

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
部
活
動
だ
け
で
な
く
、

地
理
歴
史
科
の
授
業
な
ど
で
取
り
組
ん
だ
「
一
緒

に
読
も
う
！
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
応

募
作
品
や
学
校
全
体
で
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
て
東
京
都
最
優
秀
校
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
本
校

の
教
育
活
動
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
実
感
す
る
嬉

し
い
出
来
事
が
続
き
ま
し
た
。

　

一
方
、「
地
域
と
共
に
あ
る
七
高
」
ら
し
い
取
り

組
み
が
目
立
っ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
中
央
集
会
で
の
吹
奏
楽

部
の
演
奏
、
昨
年
度
の
ダ
ン
ス
部
や
女
子
バ
レ
ー

部
に
続
き
、
生
徒
会
役
員
と
吹
奏
楽
部
生
徒
に
よ

る
痴
漢
撲
滅
や
闇
バ
イ
ト
防
止
な
ど
向
島
警
察

署
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
へ
の
協
力
、
茶
道
部
と

邦
楽
部
生
徒
等
に
よ
る
墨
田
特
別
支
援
学
校
と

の
学
校
間
交
流
、
東
京
青
年
会
議
所
墨
田
区
委
員

会
主
催
の
模
擬
裁
判
に
は
一
、
二
年
次
生
が
公
民

科
夏
期
講
習
の
一
環
で
参
加
、
美
術
部
生
徒
が
応

募
し
た
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
で
墨
田
区
最
優
秀
作
品
入
賞
、
天
文
部
生
徒
に

よ
る
第
一
寺
島
小
学
校
で
の
観
測
会
の
実
施
、
生

徒
会
役
員
と
墨
田
区
議
会
こ
ど
も
文
教
委
員
会

委
員
と
の
懇
談
会
実
施
な
ど
な
ど
実
に
数
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
や
協
力
を
行
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
協
力
や
活
動
に
対
し
、
都
知
事
や
警
視
庁

生
活
安
全
部
長
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
き
、
墨
田

区
に
あ
る
都
立
高
校
と
し
て
大
き
な
存
在
感
を

示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

授
業
や
教
育
活
動
の
面
で
も
、
様
々
な
取
り
組

み
を
行
い
ま
し
た
。
海
外
学
校
間
交
流
推
進
校
指

定
を
契
機
と
し
て
「
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

推
進
し
ま
し
た
。
大
学
を
訪
問
し
留
学
生
と
交
流

し
た
り
大
使
館
を
訪
問
し
た
り
す
る
国
内
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
加
え
、
夏
季
休
業
中
の
八
月
十
八
日
か

ら
二
十
二
日
ま
で
の
三
泊
五
日
の
日
程
で
二
十

名
が
参
加
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
研
修
旅
行
を
実

施
し
ま
し
た
。
現
地
の
高
校
を
訪
問
し
高
校
生
と

交
流
を
深
め
た
り
、
国
立
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学

を
見
学
し
た
り
、
博
物
館
や
市
内
見
学
を
現
地
の

大
学
生
と
行
う
な
ど
様
々
な
交
流
を
体
験
し
ま

し
た
。
帰
国
後
は
、
七
高
祭
や
全
校
集
会
、
中
学

生
向
け
の
学
校
説
明
会
等
の
機
会
に
研
修
内
容

を
報
告
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
プ
レ
ゼ
ン
技
術
も
上

達
し
、
生
徒
は
自
信
に
満
ち
た
英
語
で
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
受
験
で
有
利
と
な
る
資

格
取
得
を
支
援
す
る
た
め
に
、「
校
内
予
備
校
」
を

活
用
し
た
英
検
対
策
講
座
も
予
想
以
上
の
応
募

者
を
集
め
て
い
ま
す
。
国
際
教
育
以
外
に
も
、
千

葉
大
学
と
連
携
し
た
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

も
探
究
活
動
の
充
実
と
向
上
が
図
ら
れ
、
今
後
の

「
総
合
型
選
抜
」へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
教
職
志
望
の
希
望
者
に
よ
る
「
七
高
教
職

志
望
者
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
一
、
二
年
次
生
徒

二
十
七
名
が
応
募
し
、
墨
田
区
と
足
立
区
の
小
、

中
学
校
七
校
で
二
日
間
の
学
校
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
頃
の
授
業
や
部
活
動
、
伝
統

あ
る
体
育
祭
、
七
高
祭
、
合
唱
祭
の
三
大
行
事
な

ど
、
七
高
生
は
高
校
生
活
に
お
い
て
様
々
な
こ
と

に
果
敢
に
挑
戦
し
、
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、

経
験
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
こ
と
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
学
校
の
役
割
と
は
、

こ
う
し
た
経
験
を
通
じ
た
学
び
の
機
会
を
若
い

人
た
ち
の
限
ら
れ
た
時
間
に
、
で
き
る
限
り
多
く

か
つ
豊
か
に
提
供
し
、
学
び
か
ら
得
た
こ
と
を
力

に
す
る
よ
う
指
導
・
助
言
す
る
と
と
も
に
、
蓄
え

た
力
を
自
信
に
し
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
送
り
出

す
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
七

高
生
が
自
信
を
も
っ
て
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し

た
挑
戦
が
一
つ
の
成
果
で
あ
る
大
学
合
格
実
績

と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
指
導
を
進
め
て
い
く

こ
と
は
、
進
学
指
導
推
進
校
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
上
で
も
非
常
に
重
要
で
す
。
確
実
に
合
格
実

績
を
積
み
上
げ
る
と
と
も
に
、
臆
せ
ず
に
よ
り
高

い
目
標
に
向
け
て
志
望
校
に
挑
む
た
め
に
は
、

そ
の
裏
付
け
と
な
る
学
力
が
必
要
な
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
次
年
度
に
向
け
て
、
合
格

実
績
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
生
徒
の
学
力
と
志

望
大
学
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
指
導
計
画
で
あ
る
「
七

高
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
整
備
や
学
力
向
上
を
推
進

す
る
組
織
的
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
充
実
し
、
進

学
実
績
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
や
生
徒
の
活
躍
の
様
子
は
、
学
校
運
営

連
絡
協
議
会
や
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
き
ま
す
。
墨
水
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
こ
れ
か
ら
も
本
校
の
教
育
活
動
の
益
々
の
充

実
と
発
展
の
た
め
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

経
験
を
学
び
に
、学
び
を
力
に
、

　
　
　
　
　
　
　

力
を
自
信
に

�

　

校　

長　

渡
邊　

範
道　



墨 水 会 だ よ り令和７年３月１日 第32号　（ 4 ）

令和５年７月１日～令和６年６月30日

　墨水会は総会で選出された役員会と各学年より選出された常任幹事会により事業を行ってきました。事業の主な内容
は、会員相互の融和と墨田川高校の拡充発展です。
　墨水会は財団法人七星会にて墨田川高校PTAである美汀会とともに、２寮の管理運営をしてきましたが軽井沢七生寮
を売却し館山楽水寮を補修または建て直す案が寮検討委員会より提案され、そのための交渉、準備が進められました。
また学校支援として百周年事業の一環として寄贈品事業に取りかかりました。詳細は活動表を参考にして下さい。

日　時 会議・事業名 参加
人数 議　題、内　容 場所、会場

令和５年
7.10 役員会 12 総会の件、常任幹事会準備の件、七生寮売却の件　など 梶原事務所

7.12 常任幹事会 21 総会の件、七生寮・楽水寮の件、寮売却の件
百周年の寄贈品及び今後の進め方の件　など 高校　会議室

7.14 寮管理・運営 1 楽水寮新管理人と打ち合わせ　谷澤 楽水寮

7.15〜8.27 寮管理・運営 楽水寮　44日開寮　大人273人　子供50人　幼児14人 楽水寮

7.25〜7.26 寮管理・運営 11 七生寮開寮準備　谷澤　清澤　加藤　竹鼻　杉﨑他６名 七生寮

7.27〜8.20 寮管理・運営 七生寮　7.27～8.20　七生寮開寮 　大人101人　子供９人 七生寮

8.21〜10.29 寮管理・運営 6 七生寮　45回生（杉崎他５名）による管理人なしでの開寮　大人16人利用 七生寮

8.18 役員会 10 次年度墨水会人事等の件 如水会館

8.20 役員会 9 七生寮視察後の寮問題関連の件、墨水会活動の件 七生寮

9.1 常任幹事会 24 総会準備・役割分担の件、案内はがき配布など 高校　会議室

9.9・9.10 高校文化祭見学 役員若干名 高校

9.11 役員会 7 総会準備の件　役員人事の件 宮本会計事務所

9.25 役員会 12 会長の件　会計担当　会計事務局の件　総会の件　
百周年図書館リニューアル　など 宮本会計事務所

10.2 総会打ち合わせ 6 上野東天紅担当者と総会打ち合わせ　　　小川　他５名 東天紅　上野店

10.5 総会準備 3 資材の搬入　総会資料　垂れ幕名札等 　小川　他２名 東天紅　上野店

10.7 101回墨水会総会 58 会員　男37人　女７人　他８人参加 東天紅　上野店

10.16 会計打ち合わせ 4 小川　谷澤　加藤　竹鼻　 高校　同窓会室

10.17 学校運営連絡協議会 2 小川　梶原　　 高校　会議室

10.24 寮管理・運営 2 楽水寮　谷澤　清澤　 楽水寮

10.30 寮管理・運営 3 七生寮　閉寮作業　谷澤他2名 七生寮

11.1 役員会 12 総会報告の件　役員係分担の件 すみだ生涯学習センター

11.10 会計打ち合わせ 4 小川　谷澤　加藤　竹鼻　 高校　同窓会室

11.15 会計事務処理 4 小川　谷澤　清澤　加藤 宮本会計事務所

11.29 常任幹事会 17 総会報告（会計報告）の件　百周年記念事業の報告の件
七生寮及び楽水寮の件　など 高校　会議室

12.3 31回東京校歌祭 25 応援歌・校歌・川の流れのように 国立オリンピック記念
青少年総合センター

12.3 広報委員会 5 「墨水会だより」発刊準備　小川　清澤　横井　谷澤　山田 高校　同窓会室

12.22 広報委員会 6 「墨水会だより」発刊打ち合わせ　小川　清澤　横井　谷澤　山田　竹鼻　㈱サラト 高校　同窓会室
令和６年

1.10 広報委員会 5 「墨水会だより」校正　小川　清澤　谷澤　山田　竹鼻　㈱サラト 高校　同窓会室

1.24 寮検討委員会 9 七生寮売却経過報告 すみだ生涯学習センター

1.27 墨汀会新年会 5 小川　清澤　谷澤　山内　山田 曳舟　養老乃瀧

1.31 広報委員会 5 「墨水会だより」最終校正　小川　谷澤　横井　山田　竹鼻　 すみだ生涯学習センター

1.31 役員会 12 七生寮及び楽水寮の運営方針の件　百周年事業報告の件 
新規入会者減少の件　など すみだ生涯学習センター

2.7 常任幹事会 21 七生寮及び楽水寮の運営方針の件　百周年事業報告の件 
新規入会者減少の件　など 高校　会議室

2.7 学校運営連絡協議会 1 小川 高校　会議室

令和５年度　 墨 水 会 事 業 報 告



墨 水 会 だ よ り（ 5 ）　令和７年３月１日 第32号

日　時 会議・事業名 参加
人数 議　題、内　容 場所、会場

2.13 新会員加入 76回卒業生196名入会　入会金1,568,000円　名簿代842,800円

2.27 広報委員会 4 会報「墨水会だより」第31号 納品 高校　同窓会室

3.2 卒業式 5 小川　梶原　海谷　泉妻　横井 学校　体育館

3.11 会計打ち合わせ 4 小川　谷澤　加藤　竹鼻　 高校　同窓会室

3.18 寮管理・運営 2 楽水寮　小川　谷澤　寮内清掃・周辺点検等 楽水寮

3.28 七星会 12 七星会役員改選、事業報告決算報告 すみだ生涯学習センター

4.4 役員会 11 墨水会加入の減少対策　本年度方針　総会の件 すみだ生涯学習センター

4.9 入学式 4 小川　梶原　海谷　横井 高校　体育館

4.10 常任幹事会 25 総会　七生寮の契約　楽水寮の新管理人及び運営管理について　 高校　会議室

4.15 寮管理・運営 2 楽水寮　谷澤、小川　新管理候補者（館山サザンビレッジ）と面接 楽水寮

4.27 会計打ち合わせ 4 小川　加藤　他２名　ゆうちょ銀行取扱店変更手続きなど 高校　同窓会室

5.8 寮管理・運営 2 楽水寮　谷澤　清澤　管理人候補田中氏と細部面談　エアコン点検 楽水寮

5.10 高校体育祭見学 3 小川　加藤　竹鼻 足立区舎人公園競技場

5.10 会計打ち合わせ 3 小川　加藤　竹鼻　ゆうちょ銀行から定期貯金へ入金手続き　 高校　同窓会室

5.15 寮管理・運営 2 七生寮　谷澤　清澤　管理契約　寮内点検など 七生寮

5.27 寮管理・運営 2 楽水寮　小川　谷澤　管理契約 楽水寮

5.29 役員会 12 総会準備　学校教育支援について　部活支援について　二寮について すみだ生涯学習センター

5.30 学校運営連絡協議会 1 山田 高校　会議室

6.1 寮管理・運営 1 楽水寮　谷澤　宿泊予約受付開始（6.21 まで７組予約） 谷澤個人

6.5 寮管理・運営 2 楽水寮　谷澤　清澤　エアコン点検　シーツ・草刈り機搬入 楽水寮

6.14 卒業予定者の第一回入会案内 2 小川、野崎主幹教諭 高校　３年教室

6.17 七生寮売却交渉 3 軽井沢星野リゾートと折衝　小川　谷澤　海谷 星野リゾート

6.22 寮管理・運営 7 楽水寮　開寮準備　谷澤　杉﨑他５名 楽水寮

6.27 七星会総会 11 理事会　事業報告決算報告６年度事業計画予算承認　 すみだ生涯学習センター

以下、令和６年度　活動途中経過

7.3 常任幹事会 22 総会　寮　校歌祭　その他（百周年寄贈品）関東大会補助（水泳部） 高校　会議室

7.10 会計打ち合わせ 3 小川　宮本　事務所職員 　＊総会準備 宮本会計事務所

7.13 墨田区「社会を明る
くする運動」見学 11 高校吹奏楽部出演　　小川　梶原　海谷　横井　加藤　

宮本　杉﨑　学校長　他３名 曳舟文化センター

7.15 寮管理・運営 1 楽水寮視察　管理人との運営打ち合わせ　谷澤 楽水寮

7.20 寮管理・運営 楽水寮　7.19〜8.21　開寮（高校関係者のみ）　大人83人　子供15人 楽水寮

7.26 寮管理・運営 3 七生寮清掃など　谷澤　他45回生２名 七生寮

7.31 寮検討委員会 11 七生寮売却経過報告 すみだ生涯学習センター

8.17 七生寮売却交渉 3 軽井沢星野リゾートと交渉　　小川　谷澤　海谷 FAXによる回答送付

8.21 寮管理・運営 1 楽水寮　閉寮　谷澤 楽水寮

8.22 役員会 10 総会準備　七生寮売却関連等 すみだ生涯学習センター

8.29 会計打ち合わせ 3 加藤　竹鼻　事務所職員　＊総会準備　 宮本会計事務所

8.30 会計打ち合わせ 3 加藤　竹鼻　事務所職員　＊総会準備　 宮本会計事務所

9.2 常任幹事会 22 総会全般（総会出欠往復はがき配布）の件　七生寮売却の件
東京校歌祭の件など 高校　会議室

9.3 会計打ち合わせ 3 加藤　竹鼻　事務所職員　＊総会準備　 宮本会計事務所

9.7・9.8 学校文化祭見学 2 清澤　鈴木 高校　

9.11 会計打ち合わせ 3 加藤　竹鼻　事務所職員　＊総会準備　 宮本会計事務所

9.26 総会会場打ち合わせ 4 清澤　谷澤　山田　杉﨑　 東天紅　上野店

9.28 役員会 10 総会準備　 すみだ生涯学習センター

10.3 総会会場物品搬入 3 清澤　山田　杉﨑 東天紅　上野店

10.5 102回墨水会総会 52 会員46名　招待者６名　（懇親会 会員44名　招待者６名） 東天紅　上野店
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令和５年度　墨水会会計報告
 収 支 計 算 書 

令和５年７月１日から
令和６年６月30日まで

１  収入の部 （単位：円）

科　　目 金　　額 摘　　要

令和５年度卒業生入会金 1,568,000 196名×8,000円

名簿代（令和５年度卒） 842,800 196名×4,300円

寄付金 2,382,000 96名

利息 11,486

当期収入合計（A） 4,804,286

２  支出の部

科　　目 金　　額 摘　　要

会報 480,700 墨水会だより2,000部

名簿小冊子 144,447 300冊

百周年事業費 1,147,664 寄贈（吹奏楽部、ダンス部）、図書室テレビ等

通信費 351,190 郵送代（総会、会報）

会議費 333,174 常任幹事会、役員会、会場費等

渉外費 64,301 七星会、美汀会、墨汀会、慶弔費

総務費 476,000 担当業務費

会計事務費 660,000 総会資料作成費等

総会費 32,642 式次第作成費等

校歌祭費 60,000 参加費・広告代等

寄付金手数料 23,682 郵貯での寄付金受領の手数料

雑費 3,338 振込手数料等

当期支出合計（B） 3,777,138

３  当期剰余金の部

科　　目 金　　額 摘　　要

当期収入合計（A） 4,804,286
当期支出合計（B） 3,777,138
当期収支差額（A）−（B） 1,027,148
期首在庫品（C） 3,444,300 名簿　801冊×4,300円

期末在庫品（D） 2,601,500 名簿　605冊×4,300円

当期剰余金 184,348 （Ａ）-（Ｂ）-（Ｃ）+（Ｄ）

   繰 越 金 計 算 書

前期繰越金 55,978,758
当期剰余金 184,348
次期繰越金 56,163,106

　以上のとおり御報告申し上げます。
令和６年10月５日　　　　　　　　　　

墨水会　会長　　小　川　浩　平　
墨水会　会計　　加　藤　多恵子　

 開 始 残 高 
令和５年７月１日

１ 資産の部 （単位：円）

定期預金 22,000,000 （一般口座� 22,000,000）
普通預金 30,259,596 （一般口座� 2,182,488）

（寄付口座� 12,852,448）
（百周年経費用口座� 6,355,505）
（小口受渡用口座� 1,000）
（郵貯寄付口座� 8,868,155）

現金 149,188
在庫品 3,444,300
仮払金 　125,674 
　資産の部合計 　　　55,978,758 

２ 繰越の部
繰越金 61,027,104
前期剰余金増加額 　　 △ 5,048,346
　繰越の部合計 　　　55,978,758 

 閉 鎖 残 高 
令和６年６月30日

１ 資産の部 （単位：円）

定期預金 22,011,296（一般口座� 22,011,296）
普通預金 31,520,316（一般口座� 2,766,729）

（寄付口座� 17,536,114）
（百周年経費用口座� 0）
（小口受渡用口座� 1,000）
（郵貯寄付口座� 11,216,473）

現金 29,994
在庫品 2,601,500
仮払金 　　　　0 
資産の部合計 　　　56,163,106 

２ 繰越の部
繰越金 55,978,758
当期剰余金増加額 　　　　 184,348
　繰越の部合計 　　　56,163,106

 監 査 報 告 書 

墨水会定時総会議長     殿

　令和５年度墨水会収支計算書及び諸帳簿関係書類を監査
した結果、その数字は正確であり、かつ正当であった。
　各帳簿、領収書、証拠書類の保存整理も整然としてあっ
たことを御報告申し上げます。

令和６年10月５日　　　　　　　　　　　
墨水会　会計監査　　宮　本　雄　司
墨水会　会計監査　　石　井　　　温
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令和６年度　墨水会予算

令和６年７月１日 から
令和７年６月30日 まで

１  収入の部
（単位：円）

科　　目 予 　 算 前年度実績 増　　減 摘　　要

令和６年度卒業生入会金 2,000,000 1,568,000 432,000 入会者250名×8,000円（前年度196名）

名簿代 1,075,000 842,800 232,200 購入者250名×4,300円

寄付金 1,300,000 2,382,000 ▲ 1,082,000

総会（懇親会）参加費 500,000 0 500,000 男10,000円、女8,000円×参加人数

利息 15,000 11,486 3,514

収入合計 4,890,000 4,804,286 85,714

２  支出の部

科　　目 予 　 算 前年度実績 増　　減 摘　　要

墨水会会報 550,000 480,700 69,300 2,000部

名簿小冊子 170,000 144,447 25,553 300冊

通信費 350,000 351,190 ▲ 1,190 総会開催通知、会報送料等

会議費 300,000 333,174 ▲ 33,174 常任幹事会、役員会等

渉外費 70,000 64,301 5,699 七星会、美汀会、墨汀会、慶弔費

総務費 500,000 476,000 24,000 担当者交通費等

会計事務費 100,000 660,000 ▲ 560,000 総会資料作成費

総会費 700,000 32,642 667,358 会場費、懇親会費、アトラクション謝金等

学校補助費 1,300,000 1,147,664 152,336 グランド用ベンチ、部活補助、図書購入補助

校歌祭費 60,000 60,000 0 参加費・広告料

寄付金手数料 20,000 23,682 ▲ 3,682

予備費 300,000 0 300,000

雑費 20,000 3,338 16,662

次年度繰越金 450,000 1,027,148 ▲ 577,148

支出合計 4,890,000 4,804,286 85,714

令和６年10月５日　　　　　　　　　　　　
墨水会　会長　　小　川　浩　平

　墨水会　会計　　加　藤　多恵子
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一般財団法人  七 星 会 　 収 支 計 算 書
令和５年４月１日から令和６年３月31日まで

１　収入の部 （単位：円）

科　　目 予 算 額 執 行 額 執行見込額 増　　減 備　　考

１．事業収入

　　　七生寮収入 300,000 375,500 0 75,500

　　　楽水寮収入 1,000,000 968,000 0 △32,000

２．寄付金収入 0 0 0 0

３．預金利息 2,000 416 0 △1,584

４．雑収入 0 10,155 0 10,155 国税還付金・電柱敷地料

５．定期預金取崩額 0 0 0

　当期収入合計 1,302,000 1,354,071 0 52,071

　前期繰越収支差額 5,302,593 5,337,669 0 35,076

　収入合計 6,604,593 6,691,740 0 87,147

２　支出の部
科　　目 予 算 額 執 行 額 執行見込額 増　　減 備　　考

１．事業費

　　　給料手当 800,000 200,000 △600,000 楽水寮管理人

　　　臨時雇賃金 500,000 424,000 △76,000

　　　食糧費 0 0 0

　　　福利厚生費 10,000 5,944 △4,056 NHK受信料

　　　通信運搬費 150,000 90,391 △59,609

　　　消耗品費 100,000 67,668 △32,332

　　　水道光熱費 1,000,000 434,274 △565,726 昨年度949,881円

　　　保険料 150,000 160,260 10,260 火災保険（七生寮・楽水寮）

　　　委託費 350,000 340,666 △9,334 星野リゾート管理料/浄化槽（七生寮・楽水寮）

　　　雑費 150,000 29,202 △120,798

　事業費合計 3,210,000 1,752,405 0 △1,457,595

２．管理費

　　　会議費 40,000 61,200 21,200

　　　旅費交通費 350,000 462,000 112,000

　　　印刷製本費 0 0 0

　　　修繕費 200,000 702,053 502,053

　　　事務委託費 330,000 330,000 0

　　　租税公課 400,000 373,282 △26,718 固定資産税（七生寮）／普通預金国税／満期利息国税

　管理費合計 1,320,000 1,928,535 0 608,535

３．固定資産取得支出

　　　内外部改修工事支出 0 0 0 0

　　　什器・備品購入支出 100,000 0 0 △100,000

　固定資産取得合計 100,000 0 0 △100,000

４．施設維持積立金 0 0 0 0

５．法人税・住民税・事業税等 211,000 211,000 0 0

　支出合計 4,841,000 3,891,940 0 △949,060

　収支差額 △3,539,000 △2,537,869 0 1,001,131

（参考）損益 △2,537,869 0

令和６年３月31日

一般財団法人七星会　会計
　　　　墨田川15回　竹鼻宏子

墨田川30回　宮本雄司
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内
宮　

俊
之

33
回

１
０
０
万
円

海
谷　

利
宏

1
回

10
万
円

村
田　

和
夫

12
回

10
万
円 

小
川　

浩
平

18
回

５
万
円

須
藤　

誠
一

22
回

３
万
円

林　
　

綾
子

9
回

２
万
円

木
場　

藤
一
郎

13
回

２
万
円

竹
鼻　

宏
子

15
回

２
万
円 

加
藤　

多
恵
子

15
回

２
万
円 

谷
澤　

尚
樹

15
回

２
万
円 

清
澤　

健
一

17
回

２
万
円 

村
瀬　

哲
生

21
回

２
万
円 

岡
元　

雅
義
・
文
子

22
回

２
万
円

後
藤　

克
弘

24
回

２
万
円

山
田　
　

温

28
回

２
万
円 

村
田　

敏
弘

9
回

１
万
８
千
円

荒
川　
　

博

中
23
回

１
万
円 

大
滝　

敏
夫

2
回

１
万
円

宮
田　

正
則

2
回

１
万
円

内
田　

博
万

4
回

１
万
円

岩
楯　

研
治

4
回

１
万
円

榎
本　

利
春

4
回

１
万
円

高
橋　
　

惇

4
回

１
万
円

直
井　
　

勝

5
回

１
万
円

宇
佐
美　

恒
明

8
回

１
万
円

増
田　

吉
雄

8
回

１
万
円

井
上　

幹
夫

8
回

１
万
円

嶌
根　

一
夫

９
回

１
万
円

唐
松　

重
義

9
回

１
万
円

八
木　

三
雄

9
回

１
万
円

志
村　

恭
子

10
回

１
万
円

難
波　

直
人

10
回

１
万
円

小
原　

千
恵
子

10
回

１
万
円 

笠
原　

正
明

11
回

１
万
円

菊
池　

満
雄

12
回

１
万
円

保
坂　

一
壽

12
回

１
万
円

富
田　

角
次
郎

13
回

１
万
円

吉
野　

行
英

14
回

１
万
円

内
藤　

和
子

15
回

１
万
円

大
多
和　

幸
子

15
回

１
万
円

荒
井　
　

徹

15
回

１
万
円

甲
斐　

定
彦

15
回

１
万
円

關
口　
　

力

15
回

１
万
円

橋
本　

眞
一

18
回

１
万
円

塚
越　

健
次

18
回

１
万
円

志
村　

俊
晴

20
回

１
万
円

斉
藤　

よ
し
子

22
回

１
万
円

中
井　

佳
子

22
回

１
万
円

別
所　

正
美

23
回

１
万
円

末
永　

昌
文

23
回

１
万
円

鈴
木　

利
根

24
回

１
万
円

小
野
里　

新
一

24
回

１
万
円

平
山　
　

等

24
回

１
万
円

前
田　

清
隆

24
回

１
万
円

正
村　

和
男

28
回

１
万
円

宮
本　

雄
司

30
回

１
万
円

染
谷　

正
人

35
回

１
万
円

栁　
　

秀
樹

41
回

１
万
円

中
川　

厚
子

11
回

８
千
円

佐
藤　

周
一

26
回

８
千
円 

大
木　

善
夫

中
20
回

５
千
円

髙
橋　

士
郎

6
回

５
千
円 

内
藤　

義
弘

8
回

５
千
円

荻
野　

芙
美
江

12
回

５
千
円

福
田　

芳
雄

12
回

５
千
円 

武
藤　

徹
夫

13
回

５
千
円

米
山　

至
任

13
回

５
千
円 

大
澤　

け
い
子

18
回

５
千
円 

河
野　

そ
の
子

18
回

５
千
円

黒
田　

幸
子

21
回

５
千
円 

宮
地　

美
知
子

21
回

５
千
円 

堀
越　

萬
里
子

21
回

５
千
円 

由
良　

康
治

21
回

５
千
円 

本
保　

礼
子

23
回

５
千
円

大
槻　

和
男

23
回

５
千
円

岩
崎　

健
夫

23
回

５
千
円 

田
中　

香
代
子

25
回

５
千
円 

岩
崎　

美
知
子

26
回

５
千
円

耀　
　

良
彰

26
回

５
千
円 

椿　
　

淳
子

28
回

５
千
円

田
中　

昭
江

11
回

３
千
円

福
島　

一
憲

13
回

３
千
円

田
口　

和
子

21
回

３
千
円

日
野　

康
子

43
回

３
千
円 

三
宅　

正
高

13
回

２
千
円

長
澤　

淑
夫

28
回

２
千
円 

藤
田　

敏
夫

48
回

千
円

　

今
回
は
88
名
の
方
か
ら
２
０
４
万
６
千
円
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今

ま
で
に
頂
い
た
寄
付
金
も
４
千
万
円
以
上
に
な
り
百
周

年
事
業
や
学
校
支
援
、
寮
維
持
で
つ
か
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
28
回
寄
付
金
一
覧

令
和
６
年
１
月
よ
り
12
月
末

第
28
回
ご
寄
付
の
報
告

墨
水
会
事
務
局 

17
回　

清
澤
健
一
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令
和
６
年
度
の
東
京
校
歌
祭
は

10
月
27
日
（
日
）
午
後
十
二
時
か

ら
杉
並
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
４
年
ぶ
り
の
会
場
で
す
が
東

京
の
西
に
あ
る
荻
窪
は
小
岩
か
ら

総
武
線
各
駅
停
車
で
50
分
か
か
る

遠
く
に
感
じ
る
場
所
で
す
。

　

旧
６
学
区
か
ら
の
参
加
校
は
両

国
、
小
松
川
、
三
商
、
墨
田
川
の

4
校
が
参
加
し
ま
し
た
。
各
校
の

出
演
時
間
は
入
退
場
含
め
て
10
分

間
あ
り
、
墨
田
川
高
校
は
休
憩
後

の
後
半
４
校
目
の
出
演
で
、
昭
和

30
年
代
に
作
ら
れ
た
中
島
先
生
作

詞
の
「
応
援
歌
」
、
滝
廉
太
郎
の

「
花
」
。
幸
田
露
伴
作
詞
・
弘
田

竜
太
郎
作
曲
の
墨
田
川
「
校
歌
」

を
歌
い
ま
し
た
。
終
了
後
駅
近
く

で
反
省
会
（
懇
親
会
）
を
開
き
ま

し
た
。

　

校
歌
祭
は
、
全
体
的
に
参
加
人

数
が
減
り
19
校
の
平
均
参
加
数
は

30
人
を
割
り
ま
し
た
。

　

参
加
人
数
の
多
い
学
校
は
現
役

生
徒
が
参
加
し
た
三
商
、
九
段
が

60
名
、
小
松
川
、
豊
多
摩
高
校
も

55
名
で
し
た
。

　

校
歌
祭
終
了
後
、
杉
並
公
会
堂

で
共
同
の
懇
親
会
を
開
き
各
学
校

の
代
表
や
希
望
者
70
名
が
参
加

し
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
て
歌
の
交
流

を
し
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
東
京
校
歌
祭
は
10

月
26
日
（
日
）
杉
並
公
会
堂
で
行

わ
れ
ま
す
。
墨
田
川
高
校
同
窓
会

も
早
く
か
ら
人
集
め
し
て
、
戦
前

か
ら
変
っ
て
い
な
い
墨
田
川
高
校

の
「
校
歌
」
を
広
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

第
32
回
東
京
校
歌
祭
に
つ
い
て

墨
田
川
17
回　

清　

澤　

健　

一

　

令
和
６
年
度
、
第
77
回
美
汀
会
会
長
を
務

め
て
お
り
ま
す
和
田
和
代
と
申
し
ま
す
。
日

頃
よ
り
、
墨
水
会
の
皆
様
に
は
七
高
生
が
充

実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
た
め
の
ご
支
援
を

賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

創
立
百
年
を
超
え
る
伝
統
の
ナ
ン
バ
ー
校

で
あ
る
墨
田
川
高
校
の
変
わ
ら
ぬ
校
風
と
、

大
正
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
変
わ
り
ゆ
く

時
代
の
中
で
、
快
適
に
過
ご
す
生
徒
の
姿
、

そ
し
て
そ
れ
を
支
え
て
下
さ
る
た
く
さ
ん
の

教
職
員
と
卒
業
生
の
先
輩
方
の
熱
い
思
い
に

感
銘
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
保
護
者

一
同
も
子
供
た
ち
が
過
ご
す
七
高
で
、
一
つ

で
も
多
く
の
充
実
し
た
〝
瞬
間
〟
が
訪
れ
る
よ

う
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 美

汀
会
会
長 

挨
拶

�

和
田　

和
代
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宮
本
氏
は
、
税
理
士
と
し
て
現
在
東
京

税
理
士
会
相
談
役
を
務
め
る
一
方
、
墨

水
会
役
員
（
会
計
監
査
）
と
し
て
25
年

間
、
ま
た
二
寮
を
管
理
運
営
す
る
「
七
星

会
」
の
税
務
顧
問
・
監
事
等
と
し
て
23
年

間
務
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
か

つ
て
32
年
間
の
保
護
司
と
し
て
の
功
績
で

藍
綬
褒
章
を
受
章
し
た
ご
母
堂
の
遺
志
を

継
ぎ
、
墨
田
区
の
保
護
司
と
し
て
20
年
間

務
め
、
地
元
墨
田
区
に
根
を
張
り
更
生
保

護
の
様
々
な
活
動
を
継
続
展
開
し
、
社
会

貢
献
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
令
和
６
年
度
の

紺
綬
褒
章
受
章
に
至
り
ま
し
た
の
で
本
誌

面
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
氏
は
「
今
後
も

地
道
に
社
会
貢
献
活
動
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

宮
本
雄
司
氏
（
高
校
30
回
、
墨
水
会
会
計
監
査
）
が

紺
綬
褒
章
を
受
章

　

高
３
回
卒
の
井
上
常
一
さ
ん
が
、
令
和
６

年
３
月
31
日
に
91
歳
の
人
生
を
全
う
さ
れ
た
。

　

井
上
さ
ん
は
、
誰
も
が
知
る
、
誠
に
温
厚

で
誠
実
、
何
事
に
も
責
任
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
下
さ
り
、
後
輩
の
面
倒
を
見
て
下
さ
る

ま
た
と
お
ら
れ
な
い
素
晴
ら
し
い
方
で
あ
っ

た
。

　

墨
水
会
に
赫
赫
（
か
く
か
く
）
と
し
た
成
果

を
生
み
出
し
、
残
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
主

た
る
実
績
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

①�

50
歳
前
半
か
ら
墨
水
会
の
幹
事
長
を
務

め
ら
れ
た
。

　

②�

私
が
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
平
成
５
年

か
ら
10
年
間
、
太
い
右
腕
と
し
て
協
力

し
て
下
さ
っ
た
。

　

③�

そ
の
後
平
成
16
年
か
ら
10
年
間
、
会
長

と
し
て
全
力
投
球
を
し
て
下
さ
っ
た
。

　

④�

そ
の
後
任
の
泉
妻
秀
一
会
長
の
６
年

間
、
梶
原
德
二
会
長
の
２
年
間
、
現
小

川
浩
平
会
長
の
１
年
間
に
亘
り
顧
問
と

し
て
私
共
を
指
導
し
て
下
さ
っ
た
。

　

そ
の
実
績
の
大
き
さ
を
具
体
的
に
紹
介
さ

せ
て
頂
き
、
井
上
さ
ん
へ
の
は
な
む
け
と
さ

せ
て
頂
き
た
い
。

１
．
墨
水
会
執
行
部
の
充
実

�　

�　

私
の
会
長
就
任
後
に
、
従
来
の
副
会
長

５
名
前
後
の
構
成
で
は
、
学
校
へ
の
協
力

や
墨
水
会
会
員
の
親
睦
・
交
流
が
十
分
に

図
れ
な
い
と
の
危
惧
の
も
と
、
ご
一
緒
に

副
会
長
10
名
制
度
を
創
設
し
、
会
の
組
織

作
り
と
活
発
な
活
動
の
基
礎
を
築
い
て
い

た
だ
い
た
。
現
執
行
部
の
方
の
多
く
は
、

現
在
ま
で
井
上
さ
ん
の
ご
指
導
の
下
で
墨

水
会
を
育
て
て
こ
ら
れ
た
方
々
で
あ
る
。

２
．
墨
水
会
だ
よ
り
の
発
刊

　

��　

第
１
号
の
「
墨
水
会
だ
よ
り
」
は
昭
和
59

年
に
会
長
代
行
髙
木
四
郎
氏
の
も
と
で
ス

タ
ー
ト
し
、
今
号
で
第
32
号
を
数
え
て
い

る
。
こ
れ
は
多
数
の
会
員
に
、
学
校
現
場

の
状
況
と
墨
水
会
の
継
続
的
な
活
動
内
容

を
紹
介
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
連
帯
感

を
深
め
た
い
と
の
熱
意
の
も
と
で
平
成
９

年
の
３
月
の
第
３
号
か
ら
発
刊
を
継
続
し

て
い
る
。
井
上
さ
ん
は
毎
号
の
表
紙
に
、

校
舎
の
紹
介
や
学
校
周
辺
の
歴
史
と
風
景

を
織
り
交
ぜ
て
の
写
真
を
掲
載
し
、
代
々

の
写
真
に
合
わ
せ
た
歴
史
紹
介
を
し
て
下

さ
っ
た
。（
左
が
井
上
さ
ん
最
後
の
表
紙
写
真
）

墨
水
会
の
成
長
の
親
　
有
難
う
！

�

顧
問（
高
１
回
）　

海　

谷　

利　

宏

３
．
二
寮
の
維
持
へ
の
尽
力

　

�　

軽
井
沢
の
七
生
寮
は
、
大
正
12
年
初
代

砂
崎
校
長
の
開
寮
以
来
1
0
0
年
、
館
山

の
楽
水
寮
は
昭
和
36
年
以
来
60
年
、
現
役

生
徒
校
外
活
動
の
場
、
同
窓
生
の
憩
い
の

場
と
し
て
年
輪
を
重
ね
て
き
た
。
井
上
さ

ん
は
、
学
校
を
軸
と
し
ま
た
卒
業
生
の
会

員
の
た
め
に
、
私
の
知
る
限
り
50
年
以
上

に
亘
り
、
二
寮
の
管
理
運
営
に
尽
力
さ
れ

て
き
た
。
私
の
会
長
時
代
に
学
校
関
係
者

か
ら
、
維
持
管
理
の
難
し
さ
を
理
由
に
二

寮
廃
止
論
が
出
た
際
は
、
副
会
長
と
し
て

大
変
ご
苦
労
さ
れ
、
こ
の
山
場
を
無
事
に

乗
り
切
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

�　

執
行
部
は
長
年
に
亘
り
、
年
一
回
の
軽

井
沢
七
生
寮
で
の
役
員
会
を
開
催
し
、
家

族
共
々
親
交
を
深
め
て
き
た
思
い
出
が

蘇
っ
て
く
る
。
七
生
寮
近
郷
で
の
ゴ
ル
フ

や
観
光
な
ど
、
思
い
出
が
尽
き
な
い
。

　

�　

七
生
寮
は
老
朽
化
し
残
念
な
が
ら
閉
鎖

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
館
山
の
楽
水
寮
改
築

に
よ
る
生
徒
活
用
の
第
一
歩
に
な
る
案
が

有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
執
行
部
の
新
世
代

へ
の
若
返
り
と
共
に
、
新
た
な
展
望
が
開

か
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
井
上
さ
ん
が
ご

存
命
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
進
展
案
を

示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
今
は
伺
う
由
も

な
い
。

　

名
残
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
井
上
さ
ん
の
偉

大
な
業
績
の
一
部
を
ご
紹
介
し
、
墨
水
会
や

関
係
者
が
言
葉
に
尽
く
せ
な
い
程
お
世
話
に

な
り
、
心
か
ら
有
難
う
と
申
し
上
げ
、
感
謝

の
こ
と
ば
と
さ
せ
て
下
さ
い
。�

合
掌

亡
き
井
上
常
一
顧
問
　
追
悼
文

亡き井上顧問
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昭
和
四
十
六
年
卒
業
（
高
校
23
回
）

　
　
　

同
期
会
の
ご
報
告

発
起
人
代
表　

町
田　

茂

　

こ
の
ほ
ど
《
墨
水
会
だ
よ
り
》
担
当
理
事
の

方
か
ら
同
期
会
の
報
告
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

発
起
人
を
代
表
し
て
以
下
に
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

後
記
の
と
お
り
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

五
十
三
年
ぶ
り
に
初
で
す
。

　

ま
ず
西
暦
一
九
七
一
年
卒
業
、
当
時
の
学
校

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
に
つ
い
て
話
し

ま
す
。
学
生
運
動
の
終
末
期
、
学
校
群
二
年
目

（
両
国
、
小
松
川
、
墨
田
川
へ
自
動
ふ
り
わ

け
）
、
毎
年
ク
ラ
ス
替
え
、
《
族
》
の
事
実
上

解
体
と
い
っ
た
状
況
で

す
。
墨
田
川
高
校
卒
業

二
十
三
回
生
で
す
。

　

さ
て
開
催
の
き
っ
か

け
は
当
時
の
山
岳
部
員
二
名
の
再
会
が
始
ま
り

で
す
。
部
外
者
の
わ
た
し
も
同
行
し
ま
す
。
待

ち
合
わ
せ
は
東
向
島
、
水
戸
街
道
沿
い
《
味
の

横
綱
》
前
、
し
か
し
店
は
消
え
て
い
ま
し
た
。

タ
ン
メ
ン
を
生
涯
食
べ
ら
れ
な
い
と
三
人
は

が
っ
か
り
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
向
島
を
象
徴
す

る
情
緒
あ
る
旅
荘
《
駒
》
？
と
薬
局
か
ら
伏
見

稲
荷
ま
で
昭
和
の
匂
い
漂
う
一
角
が
開
発
の
下

に
消
滅
、
こ
れ
に
も
大
い
な
る
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
「
も
っ
と
早
く
来
る
べ
き
だ
っ
た
」
の

後
悔
は
「
元
気
な
う
ち
に
会
お
う
」
を
想
起
さ

せ
ま
す
。
す
な
わ
ち
横
綱
と
東
向
島
、
二
つ
の

ロ
ス
が
そ
の
開
催
へ
の
動エ
ナ
ジ
ー力

を
産
ん
だ
の
だ
ろ

う
と
、
わ
た
し
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
幹
事
と
は
無
縁
な
部
員
と
わ
た
し
が

動
き
ま
す
。
同
期
生
に
声
を
か
け
る
と
六
名
が

賛
同
し
、
発
起
人
会
が
結
成
さ
れ
ま
す
。
ラ
イ

ン
交
換
（
半
年
間
連
絡
数
一
五
〇
〇
強
）
、
月

一
の
定
例
会
等
で
案
を
立
て
参
加
百
名
と
予

測
、
会
場
を
探
し
ま
す
。
し
か
し
近
く
に
こ
れ

に
見
合
う
所
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
曳
舟
文
化

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
会
員
が
偶
然
に
施
設
を
見

ま
す
。
九
十
名
ま
で
酒
宴
可
能
と
あ
り
、
こ
れ

で
会
場
の
目
ぼ
し
が
立
ち
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
広
報
、
ネ
ッ
ク
は
名
簿
で
す
。
個

人
情
報
保
護
と
「
困
る
わ
」
の
一
声
で
そ
れ
を

断
念
し
ま
し
た
が
、
八
人
は
一
致
団
結
し
ま

す
。
電
話
、
メ
ー
ル
、
ラ
イ
ン
で
人
か
ら
人
へ

伝
え
る
の
は
伝
言
ゲ
ー
ム
の
よ
う
で
し
た
。
長

年
ご
無
沙
汰
の
級
友
へ
ど
う
切
り
出
せ
ば
よ
い

か
。
電
話
口
で
参
加
の
返
事
を
期
待
し
な
が
ら

も・

・

・

・

ぢ
も
ぢ
す
る
姿
は
、
ま
る
で
大
家
さ
ん
に
家

賃
滞
納
を
願
う
学
生
の
よ
う
で
し
た
。

　

一
方
、
食
事
は
会
の
成
功
か
否
か
を
決
す
る

ほ
ど
の
大
き
な
要
素
で
す
。
質
と
量
を
考
え
な

が
ら
会
費
を
設
定
し
ま
す
。
参
加
し
や
す
い
宴

会
、
自
前
で
行
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
共
通
理

解
し
ま
し
た
。
諸
般
の
事
情
を
鑑
み
ケ
ー
タ
リ

ン
グ
と
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
自
前
に
こ
だ

わ
り
手
作
り
パ
ン
フ
、
顔
写
真
つ
き
名
札
、

テ
ー
ブ
ル
の
花
、
案
内
板
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

利
用
な
ど
発
起
人
八
人
の
経
験
と
知
識
を
フ
ル

稼
働
さ
せ
ま
す
。
ホ
テ
ル
並
み
宴
会
エ
ア
を
出

し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

開
宴
五
分
、
参
加
者
の
緊
張
は
、
料
理
に

箸
、
酒
く
み
交
わ
す
と
す
ぐ
打
ち
解
け
ま
し

た
。
握
手
と
抱
擁
と
お
し
ゃ
べ
り
、
恰
も
原
宿

竹
下
通
り
然
と
し
た
に
ぎ
や
か
さ
が
場
内
を
埋

め
る
一
方
で
、
涙
な
し
で
は
聞
け
な
い
悲
話
に

頷
く
姿
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
、
校
歌
斉
唱
に
拍
手
喝
采
、
後
ろ
髪
を
ひ
か

れ
る
お
も
い
で
終
宴
の
挨
拶
。
な
ご
や
か
な
時

間
に
幹
事
役
八
人
は
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
す

と
と
も
に
出
席
率
十
五
％
を
残
念
だ
と
お
も
い

ま
し
た
。

　

一
方
で
新
た
な
交
流
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
ワ

イ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
展
示
会
や
《
金
町
ふ
れ
ん

ず
》
ラ
イ
ブ
の
案
内
、
小
説
ご
と
き
手
紙
往
還

の
話
題
な
ど
枚
挙
に
遑
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

＊

　

こ
の
誌
面
で
同
期
生
へ
連
絡
し
ま
す
。
次
回

は
二
年
後
に
予
定
し
ま
す
の
で
ク
ラ
ス
、
部
な

ど
を
通
じ
て
案
内
周
知
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
墨
水
会
へ
寄
付
は
完
了
し
ま
し
た
。
写
真

は
末
尾
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
が
健
康
に
人
生
を
謳
歌
さ
れ
ま
す
よ

う
心
よ
り
お
祈
り
し
ま
す
。

　

最
後
に
亡
く
な
ら
れ
た
同
期
の
方
々
へ
哀
悼

の
意
を
捧
げ
ま
す
。
拝

―
―
―
―
―
―
―
記
―
―
―
―
―
―
―

日
時　

令
和
６
年
10
月
５
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所　

曳
舟
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
Ａ
・
Ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
参
加　

59
名
）

二
次
会　

吾
妻
橋 

プ
ラ
ム
ド
ー
ル

　
　
　

午
後
５
時
～
午
後
７
時
（
参
加　

33
名
）

発
起
人
（
重
田
、
永
林
、
下
生
、

杉
山
、
百
瀬
、
坂
本
、
清
水
、
町

田
、
す
べ
て
旧
姓
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

高
校
26
回
生　

卒
業
50
周
年

同
期
会
報
告

26
回
生　

文
責
代
表（
墨
水
会
常
任
幹
事
） 

上
田
大
平

　

我
々
は
昭
和
46
年
に
入
学
し
ま
し
た
。
ま
だ

学
校
群
制
度
（
昭
和
42
年
度
～
56
年
度
実
施
）

の
中
で
し
た
が
、
私
個

人
と
し
て
は
、
自
由
な

校
風
で
あ
り
か
つ
ナ
ン

バ
ー
ス
ク
ー
ル
旧
七

中
・
七
校
の
伝
統
あ
る

高
校
に
入
学
で
き
、
誇

ら
し
く
も
あ
り
ま
し

た
。

　

昭
和
49
年
に
卒
業

し
、
今
年
50
周
年
記
念

同
期
会
を
11
月
16
日

（
土
）
に
、
亀
戸
ア
ン

シ
ュ
リ
シ
オ
ン
（
元
平

安
閣
）
に
て
開
催
し
ま

同同
期期
会会

同同
期期
会会
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し
た
。
Ａ
組
～
Ｈ
組
ま
で
８
ク
ラ
ス
（
卒
業
生

約
３
７
０
人
）
か
ら
約
１
０
０
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
会
を
運
営
す
る
幹
事
の
方
々
の
ご
尽
力

の
賜
物
で
す
。

　

古
希
が
近
い
我
々
は
50
年
以
上
前
の
自
分
を

重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
思
い
出
話
に
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
各
々
が
多
様

な
人
生
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
、
高

校
３
年
間
の
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
た
こ
と
、

旧
友
と
の
同
じ
思
い
出
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を

実
感
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
や
部
活
動
な
ど
が
同

じ
で
な
く
と
も
、
友
人
同
士
を
介
し
た
間
接
的

な
繋
が
り
が
あ
り
、
会
話
も
進
み
ま
し
た
。

　

本
墨
水
会
だ
よ
り
を
ご
覧
の
方
々
に
は
、
同

期
卒
業
生
全
体
の
集
ま
り
で
は
な
く
と
も
、
自

分
の
周
り
の
小
さ
な
集
ま
り
を
持
ち
、
そ
の
輪

を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
互
い

の
懐
か
し
い
高
校
時
代
の
思
い
出
の
語
り
合
い

が
、
自
分
が
忘
却
し
て
い
る
こ
と
を
出
現
さ
せ

て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
自
分
の
心
の
豊

か
さ
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

高
校
26
回
生
は
、
卒
業
20
周
年
以
降
、
30
・

35
・
40
・
45
周
年
同
期
会
を
開
催
し
、
こ
の
た

び
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
開
催
案
内
は
ハ
ガ

キ
か
ら
メ
ー
ル
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
、
連
絡
可

能
率
は
約
８
割
で
メ
ー
ル
連
絡
率
は
64
％
で

す
。
会
の
運
営
幹
事
に
は
、
企
画
・
立
案
・
案

内
な
ど
の
準
備
、
ま
た
会
後
の
画
像
や
返
信
ハ

ガ
キ
・
返
信
メ
ー
ル
の
コ
メ
ン
ト
集
約
と
配
信

ま
で
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
度
、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
取
り
入
れ
、

国
内
か
ら
１
名
、
海
外
か
ら
１
名
の
参
加
も
あ

り
ま
し
た
。

　

以
上
、
同
期
を
代
表
し
て
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
同
期
幹
事
の
方
々
及
び
墨
水

会
だ
よ
り
へ
の
寄
稿
を
促
し
て
い
た
だ
い
た
編

集
役
員
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

42
回
生　

同
期
会
報
告代

表
幹
事　

菊
間
建
史

　

２
０
２
４
年
８
月
３
日
、
上
野
東
天
紅
本
店

に
て
、
42
回
生
（
１
９
９
０
年
３
月
卒
）
の
同

期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
回
の
同
期
会
は

２
０
０
０
年
の
開
催
で
あ
り
、
実
に
24
年
振
り

の
再
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
担
任
の
先

生
方
を
含
む
１
３
４
名
も
の
参
加
が
あ
り
、
盛

況
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

円
卓
に
着
席
し
た
当
初
は

少
し
ぎ
こ
ち
な
い
雰
囲
気
が

漂
っ
て
い
ま
し
た
が
、
会
話

が
始
ま
る
と
す
ぐ
高
校
当
時

の
関
係
に
戻
り
、
ク
ラ
ス
ご

と
の
席
替
え
や
懐
か
し
の
写

真
を
使
っ
た
ム
ー
ビ
ー
上
映

が
進
む
に
連
れ
て
席
を
離
れ

活
発
に
交
流
し
、
会
場
は
終

始
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し

た
。
司

会
に
は

同
期
で

プ
ロ
の

Ｍ
Ｃ
の

藤
原
さ

ん
が
務

め
て
い

た
だ
く

も
、
彼
も
進
行
に
手
を
焼
く
ほ
ど
の
盛
り
上
が

り
で
し
た
。

　

最
後
に
は
同
期
で
カ
メ
ラ
マ
ン
の
大
塚
さ
ん

に
記
念
写
真
を
撮
影
し
て
い
た
だ
き
そ
の
後
は

グ
ル
ー
プ
ご
と
の
二
次
会
へ
と
散
っ
て
い
き
ま

し
た
。
皆
の
笑
顔
と
懐
か
し
い
思
い
出
が
交
錯

す
る
素
晴
ら
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

墨
蹴
会（
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
）

　
　
　
　

95
年
祭
の
報
告

墨
蹴
会　

会
長　

山
田　

温
（
Ｓ
51
卒  

高
28
回
）

　

２
０
２
４
年
６
月
１
日
（
土
）
に
、
サ
ッ

カ
ー
部
創
部
95
年
祭
を
実
施
し
ま
し
た
。
学
校

創
立
７
年
後
に
サ
ッ
カ
ー
部
が
創
部
さ
れ
、
95

年
が
経
ち
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
人
数
は
約

１
，
０
０
０
人
で
す
。
５
年
前
の
２
０
１
９

年
、
コ
ロ
ナ
禍
直
前
に
実
施
し
た
90
年
祭
の
時

点
で
は
、
来
る
べ
き
29
年
の
百
年
祭
を
思
い
描

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
「
百
年
祭
ま
で
元
気
で

い
ら
れ
る
か
不
安
」
「
コ
ロ
ナ
禍
を
超
え
久
し

振
り
の
交
流
を
」
な
ど
の
声
を
先
輩
諸
氏
か
ら

い
た
だ
き
、
ま
た
、
百
年
祭
に
向
け
た
ス
タ
ー

ト
を
切
る
意
味
も
込
め
、
急
遽
、
５
年
の
節
目

の
24
年
に
95
年
祭
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

　

準
備
期
間
が
短
か
っ
た
た
め
、
５
年
間
の
公

式
戦
の
記
録
や
関
係
顧
問
教
諭
や
墨
蹴
会
旧
・

現
役
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
集
め
、
下

段
表
紙
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
（
14
ペ
ー
ジ
）
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
午
後
、
高
校
校
庭

で
現
役
（
１
・
２
年
生
）
と
Ｏ
Ｂ
を
交
え
た
交

流
戦
を
数
試
合
行
い
、
見
学
者
を
含
め
約
50
名

の
Ｏ
Ｂ
や
元
顧
問
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
夕
方
の
懇
親
会
を
向
島
百
花
園
の
御
成
座

敷
で
開
催
し
、
46
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

（
左
写
真
）

　

墨
蹴
会
一
同
、
現
役
部
員
の
一
層
の
活
躍
を

祈
念
し
、
ま
た
５
年
後
の
百
年
祭
の
成
功
に
向

け
確
実
に
準
備
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
５
年
後
、
百
年
祭
の
報
告
を
こ
の
誌
面
で

改
め
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

付
記
：
95
年
祭
参
加
を
強
く
望
ん
で
い
た
墨
蹴

会
元
会
長　

太
田
佳
郎
氏
（
墨
水
会
常
任
幹

事
）
が
、
体
調
不
良
で
不
参
加
、
５
日
後
の
６

月
６
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

高校校庭　集合写真　現役・ＯＢ

懇
親
会

百
花
園
園
庭
か
ら



墨 水 会 だ よ り令和７年３月１日 第32号　（ 14 ）

大学名 合格者

国公立 19
東北農林専門職大学 1

埼玉大学 3

埼玉県立大学 1

千葉大学 1

東京学芸大学 4

東京海洋大学 1

東京農工大学 1

東京都立大学 1

横浜国立大学 1

横浜市立大学 1

新潟大学 2

長岡造形大学 1

都留文科大学 1

大学校 2
防衛大学校 2

早慶上理 10
慶応義塾大学 2

上智大学 2

東京理科大学 6

GMARCH 53
明治大学 5

青山学院大学 9

立教大学 3

中央大学 12

法政大学 18

学習院大学 6

大学名 合格者

私大 585
成蹊大学 5

成城大学 11

獨協大学 20

國學院大学 10

武蔵大学 5

明治学院大学 13

日本大学 52

東洋大学 44

駒澤大学 15

専修大学 18

芝浦工業大学 9

東京都市大学 3

東京電機大学 15

工学院大学 1

大東文化大学 10

東海大学 7

亜細亜大学 11

帝京大学 11

国士舘大学 9

津田塾大学 3

日本女子大学 3

東京女子大学 5

学習院女子大学 2

聖心女子大学 1

白百合女子大学 2

実践女子大学 5

大妻女子大学 18

昭和女子大学 1

共立女子大学 18

東京家政大学 7

フェリス女学院大学 2

大学名 合格者

跡見学園女子大学 4

和洋女子大学 3

女子栄養大学 1

十文字学園女子大学 1

東京女子体育大学 1

日本体育大学 3

順天堂大学 6

北里大学 3

杏林大学 2

東京医療保健大学 2

東邦大学 5

国際医療福祉大学 1

東京有明医療大学 1

昭和薬科大学 1

東京薬科大学 1

星薬科大学 3

日本薬科大学 1

明治薬科大学 4

横浜薬科大学 1

日本獣医生命科学大学 4

麻布大学 2

東京農業大学 12

東京工芸大学 3

文教大学 27

玉川大学 7

明星大学 10

東京未来大学 3

立正大学 3

東京経済大学 4

二松學舍大学 12

大正大学 5

拓殖大学 2

大学名 合格者

桜美林大学 4

武蔵野大学 21

東京工科大学 5

帝京平成大学 1

帝京科学大学 3

目白大学 8

文京学院大学 7

城西国際大学 4

東京成徳大学 4

東京福祉大学 3

日本工業大学 4

城西大学 1

神田外語大学 2

千葉工業大学 26

千葉商科大学 2

淑徳大学 1

麗澤大学 10

神奈川大学 5

関東学院大学 1

つくば国際大学 1

同志社女子大学 1

京都女子大学 4

短期大学 2
上智大学短期大学部 1

帝京短期大学 1

専門学校 8
看護医療系専門学校 3

その他の専門学校 5

（2024年３月31日現在）
進路指導部

東京都立墨田川高等学校
　　　　第76回生　合格実績一覧

進路先 人数

四年制大学 226

短期大学 0

専門・各種学校 8

就職進学（大学校等） 1

公務員 0

民間企業 0

他（進学準備等） 30

合計 265

国公立大学 19

国公立大学校等 2

国公立合計 21

早慶上理 10

GMARCH 53

その他私大等 585

四大等合計 669

短大 2

四大・短大合計 671

専門・各種学校 8

公務員 0

企業就職 0

他（進学準備等） 30

＊令和６年３月卒の高76回生は７クラス。
　以前は８クラス。

高校76回生　進路状況 高校76回生　合格状況



墨 水 会 だ よ り（ 15 ）　令和７年３月１日 第32号

海
の
寮
の
今
昔�

墨
田
川
15
回　

谷　

澤　

尚　

樹

　

表
紙
に
百
一
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
七
生

寮
に
つ
い
て
記
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
海
の
寮

の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。尚
最

終
ペ
ー
ジ
に
は
建
設
さ
れ
た
当
時
の
楽
水
寮
の
写

真
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
正
十
二
年（
１
９
２
３
年
）沼
津
市
に
静
浦
寮

が
建
設
さ
れ
、
毎
年
夏
休
み
に
十
日
間
の
水
泳
鍛

練
や
、補
習
授
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。静
浦
寮
は

昭
和
二
十
三
年（
１
９
４
８
年
）に
沼
津
市
へ
譲

渡
さ
れ
、
そ
の
後
船
橋
市
海
神
に
逝
川
荘
が
購
入

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
寮
は
主
と
し
て
先
生
方
の
住

居
と
し
て
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
す
。昭
和
三
十
六

年（
１
９
６
１
年
）に
な
っ
て
館
山
市
浜
田
に
楽

水
寮
が
建
設
さ
れ
、臨
海
学
校
、移
動
教
室
、奉
仕

体
験
実
習
、
合
宿
等
で
長
い
間
使
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。平
成
七
年（
１
９
９
５
年
）迄
は
近
所
に
住

む
田
中
さ
ん
に
管
理
人
を
お
願
い
し
、
食
事
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
、
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
五
年（
１
９
９
３
年
）頃
か
ら
財
団
法
人
七
星

会（
二
寮
の
運
営
母
体
）の
財
政
面
の
問
題
や
寮
の

老
朽
化
に
伴
う
改
修
等
の
問
題
で
閉
寮
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
の
意
見
が
一
部
の
理
事
か
ら
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

墨
水
会
は
今
後
の
寮
の
維
持
、
運
営
等
に
つ
い
て

七
中
十
五
回
の
赤
塚
盛
彦
氏
に
経
営
診
断
を
お
願

い
し
た
所
、学
校
、美
汀
会
、墨
水
会
が
協
力
し
て

財
団
法
人
を
運
営
し
て
ゆ
け
ば
、
今
後
も
二
寮
の

維
持
は
可
能
で
あ
る
と
の
診
断
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。墨
水
会
は
今
後
財
団
に
資
金
援
助
を
含

め
積
極
的
に
た
ず
さ
わ
っ
て
ゆ
く
事
に
な
り
、
楽

水
寮
の
大
改
修
を
行
い（
北
側
壁
面
の
サ
イ
デ
ィ

ン
グ
、
水
回
り
の
改
修
、
内
装
工
事
等
）平
成
九
年

（
１
９
９
７
年
）か
ら
館
山
市
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
紹
介
さ
れ
た
何
人
か
の
中
か
ら
堀
川
氏
に
管

理
人
を
お
願
い
し
開
寮
し
ま
し
た
。平
成
十
三
年

（
２
０
０
１
年
）か
ら
は
、
堀
川
氏
が
健
康
上
の
理

由
で
退
職
さ
れ
た
の
で
、
同
様
の
方
法
で
渋
川
氏

に
お
願
い
し
ま
し
た
が
管
理
上
の
色
々
な
問
題
が

発
生
し
、退
職
し
て
も
ら
う
事
に
な
り
ま
し
た
。平

成
十
七
年（
２
０
０
５
年
）か
ら
は
近
所
で
以
前
民

宿
を
経
営
し
て
い
た
網
代
さ
ん
に
お
願
い
し
令
和

四
年（
２
０
２
２
年
）迄
の
十
九
年
間
お
世
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
生
徒
の
利
用
も
臨
海
学
校
か
ら
移
動

教
室
、
奉
仕
活
動
実
習
と
形
態
は
変
わ
り
ま
し

た
が
、
二
泊
三
日
の
日
程
で
実
施
さ
れ
、
海
水
浴

や
夕
食
で
は
班
ご
と
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
づ
く
り
を
体
験
し
楽
し
い
思
い
出
を
つ

く
っ
て
き
ま
し
た
。平
成
二
十
七
年（
２
０
１
５

年
）以
後
は
生
徒
の
利
用
は
、
残
念
な
が
ら
な
く

な
り（
東
京
都
の
方
針
と
の
事
で
す
）、
又
昭
和

三
十
五
年
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
七
星
会
も

平
成
二
十
一
年
に
一
般
財
団
法
人
七
星
会
に
移

行
し
一
般
の
人
に
も
開
放
し
利
用
し
て
も
ら
う

事
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
間
エ
ア
コ
ン
を
設
置

し
、
ト
イ
レ
の
改
修
等
施
設
の
充
実
化
を
図
っ

て
、
年
間
開
寮
し
、
毎
年
四
百
名
程
度
の
利
用
者

が
あ
り
、
順
調
に
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
高

齢
の
為
、
網
代
さ
ん
が
退
職
さ
れ
、
令
和
五
年

（
２
０
２
３
年
）、
令
和
六
年（
２
０
２
４
年
）は
七

月
下
旬
か
ら
八
月
下
旬
迄
の
夏
季
の
み
の
開
寮

と
な
り
ま
し
た
。

　

楽
水
寮
は
築
六
十
四
年
に
な
り
、
そ
の
間
色
々

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
近

年
老
朽
化
が
進
み
建
て
替
え
の
時
期
に
来
て
い

ま
す
。墨
水
会
で
は
数
年
前
に
寮
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
今
後
の
楽
水
寮
の
維
持
管
理
、
運
営

方
法
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
き
て
お
り
、
一
般
財

団
法
人
七
星
会
に
提
言
す
る
予
定
で
す
。尚
現
在

一
般
財
団
法
人
七
星
会
の
組
織
か
ら
学
校
は
離

れ
、
墨
水
会
と
美
汀
会
で
組
織
さ
れ
墨
水
会
が
主

体
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

水泳鍛練風景

大正12年建設の静浦寮
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 剣道部
関東大会予選　男子個人ベスト64

 サッカー部
総体予選　東支部予選　ブロック決勝（３回戦）進出

 柔道部
関東大会東京都予選　男子団体　ベスト16
関東選抜大会　男子個人　100㎏超級　ベスト16

 女子バレーボール部
春季大会予選　ブロック優勝（本予選へ）
春季大会本予選　２回戦進出（ベスト48）

 水泳部
六学区大会
　男子　総合優勝
　女子　総合優勝
　男女　総合優勝
　＊個人、リレー種目　多数入賞（１位19種目　２位12種目　３位６種目）
東京都春季大会
　男子総合８位
　男子100m平泳ぎ２位　女子400ｍ自由形１位
　男子４×100ｍメドレーリレー　８位
　男子４×100ｍフリーリレー　７位
東京都新人大会
　男子総合６位
　男子100ｍ平泳ぎ　２位、４位
　女子100ｍ自由形　５位　
　男子４×100ｍフリーリレー　６位
　男子４×50ｍメドレーリレー　６位
東京都水泳大会
　男子４×200ｍ　フリーリレー　８位　＊関東大会出場へ
　女子400ｍ自由形　６位　＊関東大会、全国大会出場へ
　女子800ｍ自由形　４位　＊関東大会、全国大会出場へ

 演劇部
城東地区新人デビューフェスティバル　最優秀新人女優賞

 音楽部
NHK全国学校音楽コンクール　激励賞

 吹奏楽部
東京都吹奏楽コンクール
　A組：金賞　＊都大会出場へ　都大会：銀賞
　B組：金賞　最優秀賞

 天文部
日本学生科学賞　東京都大会　努力賞

 美術部
明るい選挙啓発ポスターコンクール
　高校生の部　最優秀賞・優秀賞

 文芸部
東京都高等学校文化祭文芸部門地区大会
　短歌の部　佳作
東京都高等学校文化祭文芸部門中央大会
　俳句部門　優秀賞１名　佳作２名
　小説部門　生徒賞
関東地区高校生文芸大会
　短歌部門　佳作

 書道部
読売書法展　入選２名
国際高校生選抜書展入選　４名
高円宮杯日本武道館書写書道大展覧会
＜毛筆の部＞日本武道館奨励賞　１名
　　　　　　日本武道館賞　３名　　大会奨励賞　13名
＜硬筆の部＞日本武道館賞　１名　　大会奨励賞　５名
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今
年
度
の
主
な 

部
活
動
実
績

建設当時（昭和37年）海側から見た楽水寮 南側から見た楽水寮

開所当時（大正13年）部屋から見た浅間山 中庭から見た七生寮

七生寮

楽水寮

編
集
後
記

　

今
号
で
は
、
軽
井
沢
の
七
生
寮
売
却
の
関
係

で
、
七
生
寮
・
楽
水
寮
に
つ
き
ま
し
て
表
紙
・

裏
表
紙
な
ど
で
特
集
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
期

会
な
ど
の
記
事
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
皆
様
か

ら
、
よ
り
よ
い
墨
水
会
だ
よ
り
発
行
に
向
け
、

ご
投
稿
・
ご
提
案
を
奮
っ
て
お
寄
せ
下
さ
い
ま

す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

墨
水
会
広
報
委
員
長	

二
八
回	

山
田　
　

温

　
　
　
　

広
報
委
員	

十
三
回	

横
井　

正
雄

　
　
　
　
　

  

〃	

十
五
回	

谷
澤　

尚
樹

　
　
　
　
　

  

〃	

十
五
回	

竹
鼻　

宏
子

　
　
　
　
　

  

〃	

十
七
回	

清
澤　

健
一


